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責任ある化学物質管理

リスク​

● �規制強化・不整合に伴
う使用制限・代替困難
化による製品継続性毀
損／追加対応コスト増

● �不適切使用・管理およ
び事故（漏洩・火災など）
に伴う健康被害・環境
負荷・操業停止＋原料
需給ひっ迫に伴う供給
制約・コスト増

● �危険有害性・含有情報
の標準化／伝達不足に
伴う監査不適合・取引
機会損失／管理断絶リ
スク

● �規制先読み・適正管理による
差別化と市場アクセス維持・
製品継続性確保

● �評価・情報管理の標準化・デ
ジタル化による規制・監査対
応効率化（定期更新）

● �対話・透明性向上によるレピュ
テーションおよびコンプライア
ンスコスト低減（対話拡充）

● �ESG情報開示・外部評価対応
による投資家信頼向上と資金
アクセス改善

● �ライフサイクルリスク管理によ
る重大事故未然防止と不測コ
スト回避（管理継続）

● �トレーサビリティ確保による供
給途絶リスク低減と安定操業

環境負荷低減製品・�
プロセスの開発 ①

安全性評価法の標準化・
国際展開 ③

地域住民との�
コミュニケーション ⑥
花王化学物質総合管理�
システムの強化・運用 ⑥

情報開示 ②

対話・教育 ②

製品含有化学物質情報の
提供 ④

行政・業界との�
政策連携の強化 ⑤

行政との連携 ⑤

機会

● �規制先読み・評価高度
化・行政／業界対話に
よる市場アクセス安定
化・差別化

● �低リスク設計と資源効
率の高い原料・プロセ
ス開発／転換による安
定操業・競争力強化

● �危険有害性・含有情
報の標準化／デジタル
化による監査対応効率
化・管理精度向上・優
先採用獲得

長年培ってきた化学物質管理の専門知識とグローバルネットワークを最大限に活用し、製品ライフサイクル全体における人の
健康と環境のリスク低減および社会の安全確保に取り組んでいます。

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。
※1 GFC：Global Framework on Chemicals （2020年以降の化学物質管理に関する国際枠組み）

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

● �リスク評価手法の最適化・標
準化による化学物質管理効率
向上（評価蓄積）

● �化学物質の適正管理・事故予防
による健康被害防止・職場安全
確保・環境リスク低減（管理継続）

● �情報開示・ステークホルダー
対話による化学リテラシー向上
（対話拡充）
● �政策対話・提言による制度整
備および国際整合への貢献（連
携推進）

環境・社会インパクト

指標 目標 実績（2025年）

ライフサイクルCO2排出量削減率 ① 22%減　2030年 17%

低環境負荷技術の外部評価件数 ① 1件以上　毎年 5件

花王優先評価物質の評価実施 ③ 21物質　2030年 12物質

非動物評価法を使ったリスク評価の実施カテゴリー数 ③ 毎年1カテゴリー ー

原料調達〜廃棄までの健康・環境・安全影響の�
管理比率 ⑥ 100%　毎年 98%

化学物質関連の環境・安全情報の一元管理システムの�
運用状況 ⑥ 継続管理 継続中

製品・原料の有用性と安全性情報の公開率 ② 100%　2030年 57%

規制・社会的関心が高い成分の使用方針・削減計画の�
策定数 ② 30成分　2030年 26件

ステークホルダー対話実施件数（化学物質テーマ） ② 継続管理 16件

教育プログラム実施件数 ② 継続管理 3件

製品含有化学物質情報の更新回数 ④ 継続管理 継続中

パブリックコンサルテーション参加件数�
（規制/GFC※1運用関連） ⑤ 継続管理 6件

行政機関などとの情報交換件数 ⑤ 継続管理 8件

指標と目標　実績
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 戦略​
花王は、中期経営計画「K27」の基本方針「持続可能な社会に欠かせない企業になる」と、重
点領域で世界の顧客課題に鋭く応える「グローバル・シャープトップ」の実現を支えるため、責
任ある化学物質管理の高度化を推進します。科学に基づく評価・情報開示・ステークホルダー
との対話を軸に、約140の国・地域展開する事業運営および36の生産拠点（うち海外26拠点）、
そしてアジア・欧州・米州に広がるサプライチェーンへの実装を進めます。これにより、社会課
題を解決するとともに、顧客・社会からの信頼を基盤としたブランドロイヤルティの向上とグロー
バル市場での事業展開の加速を図り、安定操業・差別化・資本効率および収益性の向上を通
じた持続的な事業成長を支えます。また、これらの取り組みは、規制対応や情報管理業務の効
率化による対応時間の短縮を通じて、関連コストの抑制にも寄与します。

① 製品ライフサイクル全体における環境負荷の最小化
原材料調達から開発・製造・物流・使用・回収・リサイクルまでを一体で最適化し、製品ラ

イフサイクル視点とグリーン・サステナブル ケミストリーで環境負荷を着実に低減する。循環設
計やプロセス革新を通じて重点領域の競争力を高め、差別化と安定操業につなげる。

② 化学物質に関する情報開示と、ステークホルダーとのコミュニケーションの促進
各国・地域の法規制に適合した対応と、製品含有化学物質のわかりやすい情報提供を進める。
生活者・顧客・サプライヤー・地域社会・学術機関との対話をグローバルに展開し、透明性と
信頼性を高めることで適正使用を促す。あわせて、標準化された情報提供により顧客対応業務
の効率化と対応時間短縮を図り、関連コストの抑制に寄与します。

戦略
「責任ある化学物質管理」のリスク低減と機会創出に向け、実効性があり、事業成長と社会課
題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、
新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりです。

● �国・地域ごとに異なる化学物質規制による市場アクセスと製品設計（処方設計）の不
安定化

● �化学汚染の懸念拡大と原料資源の制約（需給ひっ迫や用途競合）により、ライフサイク
ル全体でリスク低減と資源効率の両立要請

● �危険有害性・含有化学物質情報の標準化と伝達不足によるサプライチェーン管理の断絶

機会
● �規制動向の先回り、評価高度化、行政・業界との対話による市場アクセスの安定化お
よび差別化

● �低リスク設計と資源効率の高い原料・プロセスの開発／転換による安定操業および競
争力強化

● �危険有害性・含有化学物質情報の標準化／デジタル化による監査対応の効率化、管
理精度向上および顧客からの優先採用の獲得

リスク
● �化学物質規制の急速な強化・地域間の不整合により、使用可能な物質が制限され、代
替開発・処方変更・追加対応コストの増加や、製品継続／市場アクセスの毀損

● �化学物質の不適切な使用・管理、漏洩や火災などの事故に伴う健康被害・環境負荷・
操業停止に加え、原料需給ひっ迫による供給制約やコスト増加

● �危険有害性・含有化学物質情報の標準化・伝達不足に伴う顧客要求・監査への不適合、
取引機会の喪失、管理断絶のリスク

関連する取り組み: P309  生態影響の把握・評価手法の高度化、P310  機能性展着剤による農薬散布の効率化と環境負荷低減
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③ 化学物質のリスク評価手法の最適化と管理効率の向上
化学物質特性と曝露に基づくリスクベースの管理を高度化し、社会的要請や規制動向に呼応し

た手法を継続的に改良する。動物実験代替を含む先端アプローチを活用することで評価精度と運
用効率を両立し、各地域規制への迅速適合と差別化製品の創出を実現する。これにより、規制対
応に要する業務負荷の低減と対応時間の短縮を通じて、 関連コストの抑制に寄与します。

④ 化学物質管理に関するバリューチェーンとの連携の強化
原料調達から廃棄・回収までのトレーサビリティと情報共有を強化し、共同評価・共同改善

を通じてリスクを着実に低減する。原料調達の責任性向上、適正使用の普及、回収・リサイクル
の連携を推進し、安定供給と品質・原価の最適化を通じて、花王のグローバル成長を担う事業
領域（重点カテゴリー）の成長を支える。また、サプライチェーン上の情報連携の効率化により、
監査対応および顧客要求への対応時間を短縮し、 関連コストの抑制に寄与します。

⑤ 行政・業界・アカデミアとの化学物質管理政策に関する連携の強化
行政・業界団体・アカデミアとの建設的対話を重ね、科学的根拠に基づく制度整備と国際的
整合を推進し、社会課題の解決に資する健全な市場・産業の発展を後押しする。予見可能で公
正な市場環境の形成を醸成し、事業展開の不確実性を低減するとともに、規制対応の効率化と
追加対応の最小化を通じて、関連コストの抑制に寄与します。

⑥ 事故ゼロの実現と地域社会の安全の確保
花王グループで化学物質の特性とプロセスに応じたEHS※・プロセスセーフティをグローバ

ル標準で運用し、予防的なリスクアセスメント、教育・保全、緊急対応体制を徹底する。また、
事業拠点のある地域社会と連携し、レジリエンスと「社会からの信頼」を高め、持続的な成長の

土台を強固にする。加えて、予防的なリスク管理の徹底により、事故対応に係る不測業務の発生
を抑制し、 関連コストの回避に寄与します。
※ �EHS：環境（Environment）、健康（Health）、安全（Safety）の観点から、リスクを体系的に管理し、持続的な事業運営と社会的信頼
の確保を図るための取り組み。

財務インパクト
● �規制先回りと適正な化学物質管理に基づく差別化と市場アクセス維持による事業成長
● �評価・情報管理の標準化／デジタル化による規制対応コスト／顧客監査対応コストの
抑制

● �ステークホルダーとの対話・透明性向上によるレピュテーション・コンプライアンス関
連コストの低減

● �投資家からの信頼獲得・ESG評価の下支えによる資金アクセスの向上
● �化学物質起因の重大事故の未然防止による操業停止・復旧・賠償などの不測コスト
回避

● �規制・事故・情報断絶に起因する供給途絶リスク低減による安定操業

環境・社会インパクト
● �リスク評価手法の最適化・標準化（普及）による、社会全体の管理効率向上への貢献
● �化学物質の適正管理・事故防止による、健康被害防止および職場の安全・安心の確保、
ならびに環境リスク低減への貢献

● �情報開示と対話による、化学リテラシー向上への貢献
● �政策形成に関する対話・提言による、制度整備・国際整合への貢献

関連する取り組み: �P309  バリューチェーンとの情報連携の強化​、P310  地域社会・産業界向けの実務共有のためのコミュニケーション

関連する取り組み:� P309  政策・枠組み形成（GFC）、 P309  生態影響の把握・評価手法の高度化、 P310  地域社会・産業界向けの実務共有
のためのコミュニケーション

関連する取り組み: P309  政策・枠組み形成（GFC）、P309  生態影響の把握・評価手法の高度化

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、財務面および環境・社会面で、次のようなインパクトを創出できると考え

ています。

関連する取り組み: �P309  政策・枠組み形成（GFC）、P310  地域社会・産業界向けの実務共有のためのコミュニケーション​、P310  教育・啓発：
次世代・地域社会との 対話による理解促進
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戦略のレジリエンス
花王は、化学物質管理に関する2つの異なるシナリオ分析を通じて高いレジリエンスを備えて

います。世界的に厳しい化学物質規制と環境劣化が進展するシナリオでは、環境負荷低減製品
やプロセスの開発、安定的な原材料調達、事故ゼロの実現を通じた対応力を確保しています。
一方で、国や地域によって異なる化学物質規制が進展し、ステークホルダーの意識が向上する
シナリオでは、適切なリスク評価や規制動向の把握、透明性向上や関係の強化により、戦略的
対応を実現しています。これにより、どのような環境下でも持続可能な成長と事業継続を可能に
しています。

化学物質管理におけるシナリオ分析の試み

気候変動、生物多様性の分野においては、それぞれTCFD※1、TNFD※2のフレームワークに
基づくシナリオ分析が行われています。これらの先行事例を参考に化学物質管理分野において
もシナリオ分析を試みることにより、化学物質管理分野における花王にとってのリスク・機会が、
仮定したシナリオのもとでどの程度のインパクトをもたらすか、また、特にリスクに対しレジリエ
ントであるためにはどのような戦略が有効であるのかを検討しました。
化学物質管理分野においては、いまだフレームワークは定まってはいないものの、TCFD、
TNFDに加え、SSPシナリオ※3を参考にし、シナリオの作成およびそれらシナリオに基づく分析
を試みました。
リスクに影響を与える因子は幅広く、また、不確実さも伴っています。こうした因子となり得る
環境や規制、社会などの外部動向により、顕在化するリスクも大きく変わることが考えられます。
そのため、無理にひとつの因子やひとつのシナリオに絞り込むのではなく、中期的に重要と考え
られる外部環境の因子を複数ピックアップし、それらの変化度合いの違いにより複数のシナリオ
を描き、検討することとしました。
本件においては、シナリオの作成にあたり重要な因子として、「化学物質規制の進展度（規制
導入の程度、そのグローバル波及）」「地球環境の劣化度合い」「社会における環境意識の高まり
の程度」を特定し、取り上げました。これら3因子を軸とした三次元の空間上において、対極に
あたる2点においてシナリオを作成し、これらをそれぞれ、シナリオA、シナリオBとしました（図：
シナリオの要素と仮定したシナリオ）。将来の不確実性がある中で、このように対極にあるシナリ
オを設定してリスクの影響を検討したうえで導出した戦略は、この先の外部環境がどのように振
れても、それらに対して有効なものとなり、花王のレジリエンスにつながるものと考えました。
※1 TCFD：Task Force on Climate-related Financial Disclosures（気候関連財務情報開示タスクフォース） 
※2 TNFD：Task Force on Nature-related Financial Disclosures（自然関連財務情報開示タスクフォース）
※3 �SSPシナリオ：Shared Socioeconomic Pathways（共通社会経済経路）。気候変動による影響を評価するためのシナリオで、国立環
境研究所、アメリカのパシフィックノースウエスト国立研究所、オランダ環境評価庁、オーストリアの国際応用システム分析研究所、ド
イツのポツダム気候影響研究所が共同で開発

それぞれのシナリオにおいて、花王にとってのリスクの影響度を見積もりました。併せて、そ
れぞれのシナリオにおいてこれらのリスクが顕在化した場合にどのような戦略が有効であるのか
を検討し、その結果を以下の表に示しました。

シナリオの要素と仮定したシナリオ
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世界各地での異なる化学物質規制およびステークホルダーの高いサステナビリティ意識によ
り、企業活動が厳しく監視されるシナリオAからは、化学物質の適切なリスク評価・規制動向の
把握に基づく戦略的な化学物質の使用が重要であり、また、ステークホルダーから信頼を得る
べく、透明性向上・コミュニケーション強化が必要と考えられます。また、世界的な化学物質規
制の厳格化および社会意識不足で環境劣化が進展するシナリオBからは、環境負荷の低減に資
する製品・プロセスの開発や安定的な原材料調達を含む安定した操業、化学物質による事故ゼ
ロの実現などが重要となってくると考えました。このようなシナリオ分析から導出した戦略を踏
まえ、環境負荷の低減、化学物質リスクの適切な評価と事故防止、有用性・信頼性を軸とした
ステークホルダーとの対話を中心に、自主的かつより一層戦略的に取り組むこととしました。
このように広範な因子を用いてシナリオを検討するアプローチを採用した結果、重要な未来の

「振れ幅」を多面的に想定したうえで戦略を導出することができました。これにより、花王の化
学物質管理分野におけるさまざまなリスクに対して、レジリエントな取り組みの継続につながっ
ているものと考えます。
※ 物質情報、安全性情報、法規情報、数量・用途情報など

※ （ ）内の数値は毎年の進捗目標値

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗
状況をモニタリングしています。特に重要なリスクと機会に関連する指標には目標を定め、その
達成状況を確認することでPDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に実施してい
ます。

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

②
安心して使い続けられる�
製品・原料の有用性と�
安全性情報の公開率

14%�
（10%）※

29%�
（25%）※

38%�
（30%）※

48%�
（40%）※

57%
（50%）※ 100% 2030

⑥

事業拠点において、原材料
調達から廃棄までを考慮
し、健康・環境・安全へ
の影響を管理できた比率

96% 98% 93% 96% 98% 100% 毎年

それぞれのシナリオにおける有効な戦略

シナリオB
環境負荷低減製品・プロセスの開発

安定した操業、化学物質による事故ゼロの実現

シナリオA
化学物質の適切な評価・規制動向把握と

戦略的な使用

社会から信頼されるためのコミュニケーション

（VH：極めて大きい、H：大きい、M：中程度、L：小さい）

化学物質管理におけるシナリオ分析（各シナリオにおけるそれぞれのリスク発生確率の見積りと
各シナリオにおける有効な戦略）

グローバルに異なる
規制／

社会意識の高さ

厳しい規制／
環境劣化

項目 花王にとってのリスク
各シナリオにおける影響度

シナリオA シナリオB

環境�
変化

気候変動（気温上昇による自
然災害の多発、エネルギーコ
ストの上昇等）および、生物多
様性の損失

工場操業停止 M VH

サプライチェーンの分断 M VH

原材料価格の上昇 H VH

自然由来資源の不足・入手困難 M H

政策と
法規制

炭素税等の環境税導入 石油化学原料の価格上昇 M VH

リサイクルシステム構築／環境
モニタリングの要請・義務

システム構築／モニタリング等の
費用負担 M H

ハザードベースでの化学物質
規制の強化

使用できなくなる化学物質増加
製品の性能低下、あるいは、廃止
による事業機会損失

H VH

グローバルでの規制の不整合 EU・その他先進国・新興国での
異なる規制への対応 VH L

市場

生活者の環境意識・エシカル
嗜好の高まり ブランド価値毀損、シェア低下 VH L

評価機関・投資家の要求の
高まり 情報開示不足による企業価値毀損 VH M

流通の要求の高まり 取り扱い減少による売上減少 VH M

レピュ
テー�
ション

特定の化学物質に対する風評／
グリーンウォッシュ等の�
企業に対する風評

使用製品の販売機会損失 H M

ブランド価値・企業価値の毀損 VH M

訴訟リスク H H
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2025年は、化学物質管理に関する取り組みを計画通り着実に推進しました。指標1（戦略②）
では、人・環境や事業に高い影響を及ぼす化学物質について評価対象を拡大して安全性評価を
実施し、その結果を計画的に公開しました※1。指標2（戦略⑥）では、国内10工場において化
学物質のリスクアセスメントと管理措置※2の実施を継続し、高水準を維持しました。
加えて、外部連携としてステークホルダーとの対話やリスクに関する情報発信の強化、ならび

にGFC運用を見据えたパブリックコンサルテーションへの参加など、ルール形成への関与も進
めています。
これらにより、リスク低減とコンプライアンス強化に加え、対応コストの抑制と事業機会の拡
大に寄与しています。
※1	安全性要約書一覧　　 https://chemical.kao.com/jp/sustainability/saicm/article_05/
※2 SDS整備、データベース化、リスク評価・管理、作業場表示

ガバナンス
責任ある化学物質管理は、品質保証部門が主管部門を務めるとともに、上席執行役員品質
保証部門統括をオーナーとする「化学物質管理ステアリングコミッティ」を設置し、その傘下の
「GFC推進委員会」で全社的な化学物質管理の推進に取り組んでいます。年に4回開催される

GFC推進委員会では、製品ライフサイクルを通じた化学物質管理の方針や施策について審議し
ています。同委員会では、上席執行役員品質保証部門統括が委員長を務め、部門横断的な推進
体制を構築しています。
2025年は、化学物質に関するグローバル枠組み（GFC）の国内外動向を踏まえた戦略的取り

組みなどについても議論しました。さらに、社外有識者を交えた「GFC外部有識者懇談会」を通
じて、外部の視点を取り入れ、化学物質管理の在り方や具体的な取り組みに関する助言を受け
ています。

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

※ 回数ではなく社会的インパクトを重視して取り組んでいる。

 指標と実績（外部連携）

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年

② ステークホルダーとの化学物質コミュニケーション件数 4 5 9 16

② 生活者の想いと背景を起点とした手法で学生と行った
コミュニケーション・授業のパッケージとしての件数 2 2 2 5

④ 顧客に提供する製品含有化学物質情報更新回数 0 2 2 2

①③⑤ 化学物質に関する受賞件数 8 8 4 5

⑤ 化学物質に関する行政機関等との情報交換件数 4 6 5 8

⑤ 規制強化やGFC運用に向けたパブリックコンサルテーション
への参加数 4 2 4 6

⑤⑥ 化学物質に関連した環境および安全情報を一元管理する
システム構築の継続※ 継続中 継続中 継続中 継続中

責任ある化学物質管理活動推進体制

取締役会

社長執行役員

経営会議ESGコミッティ 内部統制委員会

委員長　社長執行役員
● 情報開示委員会
● コンプライアンス委員会
● 情報セキュリティ委員会
● リスク・危機管理委員会
● �レスポンシブル・ケア推
進委員会

● 品質保証委員会

GFC推進委員会

委員長 	 品質保証担当役員
委員 	 ケミカル事業部門
	 研究開発部門
	 品質保証部門
	 SCM部門
	 ESG部門

事務局	 品質保証部門
	 ケミカル事業部門
	 ESG部門

化学物質管理
ステアリングコミッティ

重要案件付議・
報告

重要案件
付議

重要案件
付議

主催・決裁
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 方針
花王では「責任ある化学物質管理」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイドラインと

して次の方針を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。
責任ある化学物質管理推進の基本方針

リスク・機会管理

 管理プロセス
「責任ある化学物質管理」におけるリスク・機会に対する取り組み状況については、下記のとお
り計画策定、活動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図っています。
P（計画策定）
12月のGFC推進委員会にて5チームの次年度活動計画を議論し、委員長により承認。

D（活動実施）
取り組み（P309～310）をご覧ください。

C（活動結果評価）
GFC推進委員会での進捗確認（年4回）およびGFC有識者懇談会（年2回）において、第三者
視点での管理・評価を実施※1。ESGコミッティ、経営会議、執行役員会のいずれかにおいて年
1回以上報告。
※1 評価軸は委員会OKRおよび5チームOKRと公開KPI。報告を受ける責任者は委員長 

A（是正）
GFC推進委員会にて、年間の活動を報告し、是正や見直しを行う※2（12月）。

※2 承認者は委員長

 取り組み
花王では、責任ある化学物質管理に向けたさまざまな取り組みを行っています。これらの取り
組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進されていま
す。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

化学物質総合管理システム

原料サプライヤー

● 品質規格証明書
● SDS
● 試験成績表

必要に応じて
● 法規制適合証明書
● chemSHERPA など

顧客

製品納入

● 納入仕様書
● SDS
● 試験成績表

必要に応じて
● 製品安全性資料
● 法規制適合証明書
● chemSHERPA など

花王

化学物質総合管理システム

環境安全関連データ集計�
（化管法、毒劇法、揮発性有機化合物等）

各国法対応物質量集計/管理（化審法、欧州REACH等）
国際間取引の監視（制限物質、各国危険有害性物質リスト等）

化学物質データベース

物質情報 原料情報 製品情報

品質・安全・環境に配慮した製品開発
（原料選定/処方設計/生産・品質管理/法適合性）

調達 研究開発 製造 品質保証

製造/輸入/
販売データ

法規制データ
安全性データ

原料（購入）

花王では化学物質管理体制の強化に加え、サポートツールとして「花王化学物質総合管理シ
ステム」を開発し、運用しています。本システムでは、原料や製品および含有する化学物質の情
報をデータベース化し、安全性や法規制情報の管理を行っています。また、原料に問題が発生
した場合は、影響範囲を迅速に特定し、適切な対応ができるよう、本システムにより、情報検索
および影響範囲特定の迅速化を図り、対応時間の短縮と業務効率化を通じて関連コストの抑制
に寄与しています。今後も、世界的な化学物質関連法規制の動向や事業環境の変化に対応した
システム環境の整備と機能強化を継続します。
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戦略 取り組み

開発
① �製品ライフサイクル�
全体における�
環境負荷を最小化

第21回「化学物質と環境に関する政策対話」において生物多様性回復
に貢献する取り組み事例を紹介し出席者の支持・共感を得た

  ・�界面活性剤を応用した農薬展着剤による農薬使用量とコスト低減、農薬環境の
改善

・�油脂資源の効率的利用事例（界面活性剤Bio IOS®）

環境負荷低減製品・プロセス開発と情報発信・評価

  ・��第24回グリーン・サステナブル ケミストリー奨励賞（発酵法によ
る没食子酸の工業生産）

・�第52回環境賞環境大臣賞（CO2削減に貢献する常温洗浄剤）

・�第57回日化協技術賞（コンクリート表面の美観向上技術）

評価・
管理

③ �化学物質のリスク�
評価手法の最適化と
管理効率の向上

生態系評価の精緻化に向けた環境RNA分析の応用検討

   第21回「化学物質と環境に関する政策対話」

花王優先評価物質の評価実施
花王優先評価物質の安全性要約書

  花王優先評価物質の安全性要約書

原材料調達から廃棄までを考慮し、健康・環境・
安全へのリスクを評価し管理

⑥ �事故ゼロの実現と、�
地域社会の安全の�
確保

企業の自律的な化学物質管理に不可欠なSDS管理方法やリスクアセスメ
ント手法に関する情報発信

   花王に学ぶ、自律的な化学物質管理と独自のリスクアセスメントモデル

製品ライフサイクルにおける化学物質による健康・環境・
安全へのリスク評価・管理

花王和歌山事業場の生物多様性モデル工場に
向けた情報発信

   �日本化学工業協会「RC大賞」

コミュ
ニケー
ション

② �化学物質に関する�
情報開示と、�
ステークホルダーとの
コミュニケーションの
促進

花王優先評価物質の安全性要約書の公開：40件�
日化協JIPS賞9年連続受賞

   �「製品を安心して使えること」を支える取り組み　 
  日本化学工業協会「JIPS賞」を9年連続で受賞

次世代との化学物質管理に関する対話

帝京大学医学部衛生学公衆衛生学実習

  ・��東京薬科大学生命科学部のPBL
・��共立女子大学・日本女子大学衣料管理士実習

地域自治体や住民との化学物質管理に関する�
対話

   �すみだ月祭ワークショップ（泡のヒミツ）・パネルディ
スカッション

外部
連携

④ �化学物質管理に関する�
バリューチェーンとの
連携の強化

製品含有化学物質情報の提供: 製品含有化学物質・資源循環情報をサ
プライチェーン全体に一括で伝達する新世代プラットフォーム（CMP）
のコンソーシアムに入会しchemSHERPA-CIで入手したデータをより
効率よく活用する取り組みへの参画を開始

SDSおよび製品ラベルのGHS対応 専用ネットワークによる情報提供・情報交換

⑤ �行政・業界との�
化学物質管理政策に関
する連携の強化

国際連携（UNEP GFC）

  ・��花王のGFC指標案の国際標準化に向けた提案活動
・�第1回OEWG（2025年6月）等における運用ルール策定への寄与

・�GFC運用ルールの策定支援のためのWG参画 
- IOMC 
- List of Participants for IP1 Workshop

国内連携（行政）

   �「化学物質と環境に関する政策対話」における花王事例の紹介を 
  �通じた連携強化と政策議論への情報提供 

- 化学物質管理を通じた生物多様性への貢献 
- GFC第1回公開作業部会参加報告（情報開示・伝達関連）

国内連携（産業界）

  ・���GFCの国内周知・啓発を目的とした情報発信 
化学物質国際対応ネットワーク　コラム-専門家の
気付き

・�JETOC設立45周年記念講演会

・�化学工業日報社「化学品管理ステップアップセミ
ナー」
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花王は、GFCの運用を強化し、実効性をさらに向上するため、行政機関や業界団体と
連携し、ルール策定と社会実装を支える取り組みに貢献しています。国際的には、GFC
に関する複数のワーキンググループに参画し、科学的根拠に基づく産業界の取り組みが
適切に評価されるよう、化学・消費財分野の実務知見に基づく提案を行っています。例
えば、2025年6月のOEWG※1では、花王の指標案が会議資料に明記されるなど、国際
議論への具体的な協力が認められました。
国内では、行政関連プラットフォームへの寄稿や外部セミナーでの周知を継続するほ

か、「化学物質と環境に関する政策対話」に委員として参画して論点提示を行うことで、
官民学連携の強化と実装の加速に寄与しています。
これらの取り組みにより、制度動向の見通しを高め、規制対応の確実性を向上させて
います。その結果、追加対応の最小化および対応業務の効率化が進み、関連コストの抑
制と実効性あるルール運用による企業価値向上に寄与しています。
※1 Open-Ended Working Group、GFCの運用と実施に向けた具体的な準備を行う会議

もに、最新の規制動向を反映するため年2回の定期更新を実施しています。加えて2025
年には、製品含有化学物質・資源循環情報をサプライチェーン全体へ一括で伝達する新
世代プラットフォーム（CMP）コンソーシアムに参画し、プラットフォームを通じたデー
タ連携の検討・準備を進めています。これらの取り組みにより、サプライチェーン全体で
の情報共有の効率化と顧客対応の迅速化を図り、監査対応や情報提供に係る業務負荷
の低減を通じて、関連コストの抑制に寄与しています。
また、工業用製品が各国・地域の法令に基づき適正に使用されるよう、各国・地域の
GHS※2に準拠したSDS※3および製品ラベルの作成・改訂を継続しています。日本国内
では、法改正に伴うSDS改訂を進め、顧客へ迅速に提供することで、サプライチェーンに
おける適正使用と法令遵守を支援しています。さらに、販売代理店とは専用ネットワーク
を通じてSDSやchemSHERPA-CIなどをオンラインで共有し、研修・説明会の実施や
主要代理店との対面での情報交換を通じて、双方向で課題や要望を把握し、改善につな
げています。これらの取り組みにより、監査・顧客要求への対応の確実性を高め、取り引
きにおける不整合や遅延のリスクを低減するとともに、情報伝達および法規制対応の迅
速化と業務負荷の低減を通じて、関連コストの抑制に寄与しています。
※2 �化学品の分類および表示に関する世界調和システム。化学品をその危険有害性（ハザード）ごとに分類して、その危険有害
性が一目でわかるようなラベルの表示や安全データシートを提供する場合には、世界的に統一されたルールに従って行うこ
とを勧告したもの。

※3 安全データシート。製品に含まれる化学物質の危険有害性情報、取り扱い上の注意などに関する情報を記載した文書。

政策・枠組み形成（GFC）
地域：グローバル

対応する戦略：②③⑤

花王は、工業製品（主に法人向け）のサプライチェーンにおける適正な化学物質管理を
推進するため、製品含有化学物質情報および危険有害性情報の標準化・更新・伝達の
仕組みを強化しています。具体的には、業界共通の情報伝達書式であるchemSHERPA-
CIを活用し、取引先に対して必要な含有化学物質情報を効率的かつ正確に提供するとと

バリューチェーンとの情報連携の強化
地域：グローバル

対応する戦略：④

花王は、生物多様性を考慮した化学物質管理の高度化に向けて、生態影響の把握・
評価手法の開発と知見蓄積を進めています。環境RNA技術を応用し、化学物質が生態
系に及ぼす影響を把握・評価することで、既存の管理手法の妥当性検証と改善のための
方法論を検討しています。

生態影響の把握・評価手法の高度化
地域：グローバル　

対応する戦略：①③⑤
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また、東京大学との共同研究により、サンゴ生体を用いたUVフィルタの影響評価を進
め、海洋生態系影響に関する科学的知見の蓄積を図っています。これらの知見を、環境
中での影響把握やリスク評価の高度化に活用し、化学物質管理の妥当性検証と改善につ
なげるとともに、評価プロセスの効率化を通じて業務負荷の低減と対応時間の短縮に寄
与しています。

花王は、界面制御技術を応用した機能性展着剤（アジュバント）により、疎水性の高い
作物の葉面や害虫・病原菌体に対しても薬液の「濡れ広がり」や浸透を促し、農薬の効
果の安定化に寄与しています。さらに、ドローン散布における液滴の蒸発・乾燥やドリフ
ト（飛散）といった課題に対し、液滴の蒸発抑制などの技術開発を進め、薬液を作物へ
着実に届けることを支援しています。これらを通じて、散布作業の省力化の後押しや散布
ムラ・飛散の抑制につなげ、周辺環境への影響低減や曝露の低減が期待されます。また、
散布効率の向上を通じた資源利用の最適化に寄与します。

機能性展着剤による農薬散布の効率化と 
環境負荷低減

地域：グローバル　

対応する戦略：①

花王は、地域社会および産業界とのコミュニケーションを通じて、化学物質を取り扱う
現場のリスクの把握と低減を支える実務知見の共有を進めています。化学物質取り扱い
現場におけるリスク評価と管理措置の実施を前提に、社外事業者が取り組む際の参考と

地域社会・産業界向けの実務共有のための 
コミュニケーション

地域：グローバル　

対応する戦略：②③④

花王は、化学物質管理に関する理解促進に向け、次世代・地域社会との対話の機会を
創出しています。大学での課題解決型授業（PBL）※4や公衆衛生学実習※5に協力し、学
生の調査・議論に対して企業の立場から化学物質の適切な使用と管理に関する視点・情
報を提供し双方向に意見交換を行いました。さらに、東京都墨田区のすみだ事業場で開
催した地域イベント「月祭」では、小学生向けワークショップなどを通じて、身近な製品を
題材に化学の仕組みや安全性を体験的に学ぶ機会を提供しました。
※4 東京薬科大学生命科学部　産官学共同PBL講座
※5 帝京大学医学部 衛生学公衆衛生学講座

教育・啓発：次世代・地域社会との 
対話による理解促進

地域：日本　

対応する戦略：②

なるよう、評価手法や管理方法の実践例をオンラインセミナーで紹介しました。これによ
り、現場実装に根ざしたリスクの把握の考え方を共有し、社会全体の適正管理能力の向
上に資することを狙っています。これにより、現場実装に根ざしたリスクの把握の考え方
を共有し、社会全体の適正管理能力の向上に資することを狙っています。また、現場に
おけるリスク管理の効率化に資する知見の普及を図っています。
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亀山 明代
安全性科学研究所3室グループ
リーダー

私たちの化学物質管理：
科学的根拠に基づく評価と開示で
信頼に応える

化学物質によるヒトや環境へのリスクは、有害性の有無だけでなく、曝露量
を踏まえて管理すべき課題です。私たちは2013年からGFC（旧SAICM）活動
の一環として、花王の企業活動における重要性を踏まえ「花王優先評価化学物
質」を選定しています。最新の科学的知見に基づき化学物質のハザード情報を
取得するとともに、製品の使用から廃棄・排出に至る過程におけるヒトや環境
への曝露を精緻に見積もり、リスク評価を行ってきました。得られた結果は安
全性要約書としてまとめ、専門家や化学物質を取り扱う事業者の皆さまに向け
て公開しています。これらの取り組みは、化学品の安全性要約書の作成・公開
について顕著な活動を行った会員企業を表彰する日化協JIPS賞において、表
彰開始2016年以降の連続受賞につながり、花王のGFC推進活動が評価され
ました。これからも化学物質管理活動を通して、ステークホルダーの皆さまが
化学物質の恩恵を安全に受けられるよう努めてまいります。

社員の声

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

実効性のある
コーポレート・
ガバナンス

徹底した透明性

人権の尊重

人財開発

受容性と多様性の
ある職場

社員の健康増進と
安全

> 責任ある化学物質
管理

311



社外ステークホルダーからの期待と提言

言うまでもありませんが、現代社会は化学物質の存在なしには成り立ちません。一方
で化学物質は「両刃の剣」であり、過去にはその不注意な取り扱いが人の健康や環境中
の生物（生態系）に悪い影響を与えたことも事実です。花王の皆さんは長年にわたり「責
任ある化学物質管理」の基本方針のもと、安全性をきちんと担保しつつ化学物質の持つ
有用性を最大化する努力をしてこられました。この努力に心から敬意を表します。
責任ある化学物質管理推進の基本方針は5つの項目から成り立っていますが、本稿で

はその中でも環境負荷に関係する生物多様性に焦点をあて、別途公表されている「生物
多様性の基本方針」と併せて花王の取り組みを取り上げたいと思います。生物多様性に
ついては1992年6月ブラジルのリオデジャネイロで開かれた国連環境開発会議（地球サ
ミット）で生物多様性条約に関する署名が各国政府により行われました。この条約の目
的は

１） 生物多様性の保全
２） 生物多様性の構成要素の持続可能な利用
３） 遺伝資源の利用から生じる利益の公正な分配

です。

では、なぜ生物の多様性が必要なのでしょうか。その答えとしては、

１） �地球上に生存する生物は、人間を含めそれらの生存にかかる気候、気象、地形、土壌
などの自然環境および食物連鎖に見られるように生物相互が複雑に絡み合って存在
し、一定の微妙なバランスを保っていること。

２） �ある種の突然の消滅は、この微妙なバランスを保ってきた生態系に悪影響を及ぼす
恐れのあること

が考えられるからです。

現在、私たちは化学物質の生物多様性にかかる生態影響評価を、化学物質が市場に
出る前の事前審査の段階では、生態系を構成する食物連鎖上の異なる栄養段階に位置
する生物種ごとに評価しています。事前評価の段階で生態系全体への影響を直接評価す
ることは技術的に困難であることが最大の理由です。したがって化学物質の生態影響評
価は事後管理が重要になってきます。

花王は2022年4月に『生物多様性の基本方針』を発表（改訂）しています。これらは�

1. バリューチェーン全体で、事業と生物多様性との関わりを把握する。 
2. 事業が生物多様性へ与える影響を最小化する。
3. 自然のもたらす恵みを大切に活用するため、独自の技術開発を進め、実装する。 
4. 国際的な取り決めを遵守する。
5. 地域の生態系を損なうことなく事業活動を行う。
6. �生物多様性に関して、社内外の関係者の意識向上や情報共有を進め、協働の効果を
最大化する。

7. �社外の関係者と連携し、生物多様性の保全と回復、 そして自然を再生へと導く行動を取る。
8. 人・自然と化学の共生を目指す 
�
です。
環境RNAを用いた生態影響評価の研究は花王の生物多様性基本方針をより強固に具

北野 大 氏
秋草学園短期大学�
理事長

生物影響評価から 
生態影響評価への期待
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体化するものと高く評価します。その手法については専門的すぎるのでここでは
触れませんが、今後のさらなる発展を期待しております。
一方、和歌山工場・研究所の「歴史と環境を未来につなぐ生物多様性モデル
工場への取り組み」が、日本化学工業協会「第19回レスポンシブルケア大賞」を
受賞しました。その活動概況ですが、和歌山工場・研究所に江戸時代から残る防
潮林があり、その歴史や生態系の価値を調査し、課題を明確にして、薬剤散布に
頼らずに防潮林を維持する活動を進め、固有の生態系を回復させてきました。ま
た防潮林の歴史的価値や防災的価値、生態系的価値を広く発信し、社内外への
コミュニケーションも推進してきたことも日本化学工業協会から評価された一因
と思います。

化学工業のリーディングカンパニーとして、「よきモノづくり」の中で、これまで
の活動をさらに発展していただくことを期待しております。
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